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１．はじめに  コンクリートはその硬化過程

において体積の収縮が起きる．この体積収縮が

新設コンクリート構造物の初期ひび割れの発生

原因のひとつとなっている．コンクリート構造

物建設時の有害な初期ひび割れの発生は，コン

クリート構造物の長期の耐久性等に影響を与え

る可能性があるため，できるだけ避ける必要が

ある．最近は，良質な骨材の減少とともに，コ

ンクリートの収縮量が大きくなっているとの報

告もある．また，大規模地震を考慮した耐震設

計の実施により，新設コンクリート構造物での

鉄筋量は多くなる傾向となっており，コンクリ

ート材料の収縮に伴うひび割れが

発生しやすい条件が加味されるよ

うになっている． 
RC ラーメン高架橋は，経済性

や施工性の観点から鉄道構造物に

多く用いられている．最近の鉄道

高架化工事では，RC ラーメン高

架橋の構造計画として，従来採用

されていた柱中心間隔がより長大

化する傾向にある．例えば，従来

は柱の中心間隔を 10m 程度とし

たラーメン高架橋の構造計画が一般的に用いられていた．近年では柱中心間隔が 20ｍ程度となるような RC
ラーメン高架橋も施工２）されている． 

RC ラーメン高架橋において，特に，スラブ部材はスラブ周辺が剛性の高い梁で剛結されていることで外

部拘束の影響を受けやすく，部材厚さが梁等と比較すると薄いため，ひび割れが部材を貫通しやすい（写真

-1）．また，スラブは直接列車荷重を受ける部材で，降雨などの水の影響も受けやすいことから，コンクリー

ト材料の収縮に起因し，部材を貫通するようなひび割れの発生を抑制したい．一方，コンクリート材料の収

縮は，環境条件の影響をうける．このため，コンクリート材料の収縮に起因したひび割れを適切に制御する

手法構築のためには，同一のコンクリート材料であっても，環境条件に応じた収縮量を適切に把握すること

が必要となる．本文では，RC ラーメン高架橋の建設時において，高架橋のコンクリート打設時にコンクリ

ートを採取し，スラブ部材を対象とした供試体を製作した．製作した供試体を屋外環境(現場)と実験棟内の

屋内環境に設置し，環境条件に着目した供試体の収縮量測定を行った．ここでは，約 180 日間の測定結果に

ついて報告する． 
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写真-1 高架橋スラブひび割れの例 
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写真-2 供試体の寸法，設置状況（屋外環境） 

自由収縮試験体自由収縮試験体

内部拘束試験体
(D13×4本配置）

内部拘束試験体
(D13×4本配置）

大供試体：２８０×4００×1000
（実スラブ寸法を模擬）

大供試体：２８０×4００×1000
（実スラブ寸法を模擬）

小供試体：
100×100×400

小供試体：
100×100×400
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２．供試体の概要 供試体の形状寸法，設置状況（現場）の例を写真-2に示す．大供試体は，実スラブと同

じ断面高さにし，幅は一対の鉄筋(D13-4 本)が配置できるように設定した．コンクリートの打設は，コンク

リートアジテーター車から荷卸されたものを用いた．供試体での測定は，ひずみ計を埋め込み測定を行った．

型枠脱型は実構造物と同日に行い，大供試体は上下面を開放，側面の４面はシリコーンコーキング塗布のシ

ールを行い，実スラブの乾燥状態をできるだけ再現した．小供試体は，収縮量を把握する目的で製作した． 
３．測定結果の概要 図-1(a)，(b)に，供試体を設置した場所の相対湿度，供試体周辺の気温の推移を示す．

図-2(a)，(b)に，供試体に埋め込んだひずみ計の計測結果を示す．計測時期は４月後半から１０月後半の概

ね 6ヶ月（約 180 日間）である．屋外環境（現場）の相対湿度は，40～90％の変動が頻繁に起こっているの

がわかる．一方，屋内での相対湿度は概ね 50～70％程度となっている．大供試体の自由収縮ひずみは，屋外

環境で約 300μ，屋内環境で約 500μであった．内部拘束大供試体でのひずみは，自由収縮ひずみに対して

0.8～0.9 の比率となっていた． 

５．まとめ 本報告のまとめを以下に示す． 

(1) 本供試体を設置した屋外環境での相対湿度は，40～90％の変動が頻繁に起こっていた． 

(2) 大供試体での自由収縮ひずみは，屋外環境で約 300μ，屋内環境で約 500μ程度であった． 

(3) 内部拘束大供試体でのひずみは，自由収縮ひずみに対して 0.8～0.9 の比率となっていた． 
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(a)屋外環境(建設現場)          (b)屋内環境（実験棟内） 

図-1 供試体設置位置の相対湿度・気温 
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(a)屋外環境(建設現場)          (b)屋内環境（実験棟内） 
図-2 供試体収縮測定結果 
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